
 

 

 

１ 結果のポイント 

 

 

 

全問題数：15問（選択式9問・短答式6問・記述式0問） 

・県平均正答率76％（選択式72.6％・短答式82.1％）。平成28年

度に比べ、正答率は上昇した。また全国値も上回った。 

・全ての領域、設問において、全国値を上回った。ただし、正答率が

7割に満たない設問が3問あった。 

・特に漢字の書き、手紙文の型式を答える問いなど、習得させるべき

内容に関する指導の工夫が引き続き、課題として挙げられる。 

 

 

全問題数：9問（選択式5問・短答式1問・記述式3問） 

・県平均正答率58.2％（選択式65.3％・短答式67.2％・記述式

43.1％）。正答率は昨年度と同じである。また、短答式の設問にお

いては、2.0ポイント全国値を下回った。全ての領域において、全

国値を上回っているが、平成26年度に比し、優位性は低い。 

・全国値を下回った設問が2問、正答率が5割を下回った設問が3

問ある。付けたい力を焦点化させ、適切な言語活動を設定した単元

の設定が今後とも求められる。 

 

 

・国語Ａ・Ｂともに正答率が全国平均以上の児童は39.8％（H28年度46.2％、H27年度51.9％）、Ａ・Ｂとも

平均未満の児童は32.3％（H28年度27.5％、H27年度25.0％）と、中間層以下が継続的に増加傾向にある。 

・児童質問紙の国語科授業に関する問い（（66）～（77））において、経年比較すると、改善が進んでいないも

のも見られる。各地域・学校における授業改善のポイントとすることが求められる。 

小学校：国語Ａ 平均正答率(％) 

領域 大分県 全国 差 

国語Ａ全体 76 74.8 … 

話すこと・聞くこと 69.6 69.2 0.4 

書くこと 62.1 60.6 1.5 

読むこと 71.2 70.2 1.0 

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 79.8 78.0 1.8 

小学校：国語Ｂ 平均正答率(％) 

領域 大分県 全国 差 

国語Ｂ全体 58 57.5 … 

話すこと・聞くこと 65.0 64.9 0.1 

書くこと 54.7 53.4 1.3 

読むこと 49.7 49.2 0.5 

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 設問なし 

平成２９年度 全国学力・学習状況調査結果（小学校：国語） 

小学校：国語Ａ 

小学校：国語Ｂ 

小学校：その他 

領域別正答率全国値との差 

領域別正答率全国値との差 



２ 課題が見られた問題と指導改善のポイント 

 

 

（１）書くこと 

 ①手紙の後付けに必要な，日付，署名，宛て名のそれぞれの位置について，適切なものを選択する 

  ＜指導事項・書くこと5･6年イ＞ Ａ□2 二（正答率43.8％・全国41.5％） 

 ・手紙の構成を理解し，後付けを

書くことができるかどうかをみ

る設問。手紙の書き方等につい

ては、平成21年度、24年度に

も出題されており、引き続き課

題があると言える。 

 ・解答類型２の反応率は 22.2％，

解答類型３の反応率は24.4％

である。これらは，自分の名前

を手紙の最後に書くべきと考え

たためと思われる。 

 ・本問に必要な知識を得るには、

書く目的や意図、相手に応じ、

文章の種類を選択し、文章全体

の構成を考えながら適切に書く

力を付ける言語活動が必要であ

る。 

 ・具体的には、実際に案内状や礼状などを地域の方に出す取組等が考えられる。これらの取組は国語科や書写

の時間だけでなく、総合的な学習の時間等においても行われることが想定される。また、手紙を書く際は，

「前文」「本文」「末文」「後付け」といった手紙全体の構成，署名と宛て名の位置関係といった手紙の

形式等の知識についてはオーセンティックな活動を行う中で付いていくが、形式のみを教えるのではなく、

例えば、後付けの位置関係が書き手の敬意を表すことになることなども併せて教えることが必要である。 

 【参照】「平成29年度全国学力・学習状況調査報告書」28・29ページ 

 

（２）読むこと 

 ①話合いを通して見付けた俳句のよさとして適切なものを選択する 

  ＜指導事項・読むこと5･6年エ/伝国3.4年(1)ア(ア)＞ Ａ□4 二（正答率58.0％・全国57.0％）  

・俳句の情景を捉えることができるかどうかをみる設問。 

・正答を得るためには【話し合いの様子】中の 

 ❶中西さんの「作者の伝えたかったことって、今、青木さんが言ったこと」という言葉に着目 

  

 ❷青木さんの「そうか。ふいてくる風からも、見ている月からも、ひんやりした秋を感じている」に着目 

 

 ❸本間さんの「『ひやひやと』を声に出して読むとひんやりした感じがますます伝わって…」から判断 

 という思考になると考えられる。 

・解答類型４の反応率は29.0％である。これは，【話し合いの様子】の青木さんの発言のみに着目して解答

したため、「風」と「秋」から【俳句カード】イの「季語・・・秋の風」の部分のみで判断したためと予

想される。 

小学校：国語Ａ 

書き手自身の名前と、相手の

名前の位置関係が、書き手の

敬意を表す。 



・指導としては、俳句に込めた思

いなどを思い浮かべること，音

読することを通して，文語の調

子に親しむことができるように

すること、また，俳句について

感じたことを交流することで，

想像したことを広げたり深めた

りすることが考えられる。 

・指導の具体として、「言語活動

事例集【小学校版】」P.43～

P.44を参照のこと。 

 ・また、「平成26年度【小学校】

授業アイディア例」の「同じ作

者の詩を比べて読み、考えたこ

とを伝え合おう」等を参考に授

業を構築することなども求めら

れる。 

【参照】「平成29年度全国学力・学習状況調査報告書」34～38ページ 

 

（３）伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 

①学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく書く。＜指導事項・伝国5.6年(1)ウ(ア)＞ 

Ａ□7 （１） 参加たいしょう （正答率48.2％・全国42.0％） 

・正答は「対象」である。「対」は書いているが、「しょう」を正しく書いていない児童が14.1％である。 

これは「対象」「対照」「対称」という「対」を含む同音異義語のそれぞれの言葉を正しく理解していな

いということも影響していると予想される。 

・また、「大正」「大賞」「大将」「大勝」等を書いた児童は21.7％、無解答が9.4％である。 

 ・学年別漢字配当表に示されている漢字について、意図的・日常的に正しく読んだり、書いたりすること、そ   

  れらを文や文章の中で適切に使うことができるように指導することが重要である。 

 ・昨年度にも以下のように、記載したので、是非参考にされたい。 

 

 ・また、漢字の書きを習得するためには、ある程度の練習量が必要となる。 

  漢字を取り立てて指導する時間を設定する、授業時間のはじめに漢字の書きを練習する、家庭学習で漢字の 

  書きの練習をさせるなど、習得のための手立てを学校全体で行って行くことも必要である。 

 

【参照】「平成29年度全国学力・学習状況調査報告書」46～50ページ 

      

  

 

 

 

 

 

       

        



 

（１）話すこと・聞くこと 

①スピーチメモを使うことのよさについてどのように考えているかについて書く 

 スピーチメモとグループの話合いで出された意見を基に書く 

 ＜指導事項・話すこと・聞くこと5･6年イ・ウ／書くこと5･6年ウ＞    

Ｂ□1 二・三～（正答率67.2％・全国69.2％／正答率50.5％・全国48.4％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・設問二は、話の構成を工夫して話したり，聞き手の反応を見て話したりす  

ることができるなどのスピーチメモのよさを捉えることができるかどうか

をみる問いである。 

 ・正答としては、スピーチメモを使うことで、どのようなことができたかを

話している部分の言葉を使えばよい。具体的には、北川さんと上野さんの

２つめの言葉から「話のまとまりと順序を意識して話す」「相手の反応を

見て話す」を適切に使用するようにする。 

 ・正答例としては、上記のうち一つしか使用していないものもある。 

 （例）必要なときにだけメモを見て、話のまとまりと順序を意識して話せる

というよさがある。 

    ※「相手の反応を見て話す」を使用していない 

 （例）話が分かりやすくなり、相手の反応を見て話すよゆうができるのがメ

モのよさ。 

    ※「話のまとまりと順序を意識して話す」を使用していない。 

 ・誤答例としては「話すことを忘れてしまっても、メモを見れば思い出せて、

話したいことを伝えられる。」等、【グループの話し合いの様子】の内容

を使わず、自分の生活経験のみで答えているものである。 

 ・設問三は、「目的や意図に応じて，話の構成や内容を工夫し，場に応じた

適切な言葉遣いで自分の考えを話すことができるかどうかをみる問いである。 

 ・正答としては、【スピーチメモ】と【グループの話し合いの様子】の後半の言葉を使用したものであるか、 

  具体としては、「色やもようがきれいな紙を折っていろいろな形を作ることができること」と「どこでも手 

小学校：国語Ｂ 

２つの部分から情報を得

る。 



軽にできる／紙一枚から立体的な形ができる／形を組み合わせてつなげることができる」という点を使用

しているか、どうかで判断できる。 

 ・指導に当たっては、話の構成や内容を工夫するために，自分の立場を明確に説明したり，事実と感想，意見

とを区別したり，結論付けを明確にしたりすることなどを行うこと。声量や速度，抑揚や間の取り方，改

まった言葉や丁寧な言葉，敬体と常体との使い分けなど，その場に応じた最も適切な表現の仕方について

学習すること、などが考えられる。 

 ・また、本問のように，スピーチメモを活用して話すことができるように指導することも求められる。併せて、

「平成25年度【小学校】授業アイディア例」P.９～P.10や過去出題された問い等を、教材の一つとするこ

とも必要である。 

【参照】「平成29年度全国学力・学習状況調査報告書」52～63ページ 

 

（２）書くこと 

 ①［ イ ］に入る内容を，中学生からの【アドバイス】を基に書く＜指導事項・書くこと5･6年ウ＞ 

  Ｂ□2 三（正答率34.1％・全国33.0％） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・目的や意図に応じ，必要な内容を整理して書く力を見る問いである。 

・正答としては、緑のカーテンを作ったことのある中学生の【アドバイス】から，水やりが大変な二つの理由

と，それぞれの理由を説明する事例を区別し，必要な内容を整理して簡潔に書く必要がある。 

・水やりが大変だった理由の一つ目は【アドバイス】の２段落にある。 

 理由①… ○「毎朝水をやらないといけない」  ×「水やりを忘れたら、しおれかけていた」 

 理由の二つ目は、３段落にある。 

 理由②… ○「たくさんの植木ばちにやる必要」 ×「植木ばちの数で緑のカーテンの大きさで変わる」 

 これらの理由を適切に使用し、【緑のカーテン作りへの協力のお願い】にふさわしい表現にすることが必要

になる。 

・誤答としては、 

（誤答例１）毎朝水をあげないとすぐにかれてしまうからです。朝水やりをわすれるとしおれかけることもあ 

るからです。…「たくさんの植木ばちに水をやること」を入れていないもの（27.2％） 

（誤答例２）毎朝水やりをしないとすぐにかれてしまうし、昼に見に行ったらしおれてしまっていたから。 

二箇所から

理由を探す 

条件に沿った答え方を

考える。 



      …「たくさんの植木ばちに水をやること」がなく、【緑のカーテン作りへの協力のお願い】にふ

さわしい表現でないもの（8.7％） 

（誤答例３）１日１回だけでも水をあげないとしおれてしまうからです。だから水が必要なのです。 

      …水やりの大変さだけを書いているもの（9.8％） 

などがあり、ここから、必要な情報を適切に取り上げる力や、条件に沿って文を書く力を付けるための指

導がますます重要になってくることが分かる。 

 ・なお、同様の単元を構築するために、 

  「平成24年度【小学校】授業アイディア例」P.２ 

  「平成25年度【小学校】授業アイディア例」P.９～P.10，P.11～P.12 

  「平成26年度【小学校】授業アイディア例」P.11～P.12 

  「平成27年度【小学校】授業アイディア例」P.５ 

  等を参考にすることが望まれる。 

【参照】「平成29年度全国学力・学習状況調査報告書」70～73ページ 

 

（３）読むこと（書くことを含む） 

 ①文章を読んだあとの話合いにおける発言の意図として，適切なものをそれぞれ選択する 

  文章から取り上げた言葉や文を基に，登場人物がきつねだと考えたわけをまとめて書く 

  ＜指導事項・書くこと5･6年ウ／読むこと5･6年エ・オ＞ 

  Ｂ□3 二三（正答率26.8％・全国28.0％／正答率44.6％・全国43.7％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設問二は、自分の考えを広げたり深めたりするための発言の意図を捉えることができるかどうかをみる設問。 

・アは田中さんの意見を受けて「どこからそう思うの」と問う形になっているので、その意見の根拠を問う問

いかけと言える。イは田中さんの意見に同意し、しかもその意見を補完する働きをする意見を加えている。

それに対して「田中さんの言いたいことはそういうことでいいのかな」という言葉になっているので、田

中さんの意見に対する自分の理解が正しいかということを問う働きとなる。 

・解答類型からイは正答であるが、アの解答を「１」としていないものが45.9％である。例えば「どこから

そう思うの」という疑問文の形になっているために「理解できず」という言葉が入った「２」を選択した

児童が多かったためと想定される。 



・設問三は、物語を読み，具体的な叙述を基に理由を明確にして，自分の考えをまと

めることができるかどうかをみる問いである。 

・正答の条件は、設問中〈条件〉に見られるもののほか、【話し合いの様子の一部】

の最後の田中さんの言葉「他にも見つけたよ」から話し合いの中で既に挙げられて

いる部分を選んではいけないということが考えられる。 

・このような隠された条件を読み落としたため【話し合いの様子の一部】で取り上げ

た叙述を取り上げた児童が14.0％いる。 

・また、誤答として、 

 山野さんがきつねの写真をとりたいと言ったあとに、「そこまできくと、松ぞうじ 

 いさんの目に、なみだがきらりとひかりました」と書いてあるから、松ぞうじいさ

んはきつねだと考えることができるよ。（24.2％） 

 というものがある。これは、「取り上げた言葉や文をもとに，どうして松ぞうじい

さんやとび吉がきつねだと考えるのか」を書くことができていないものである。 

・指導として、考えたことが，どのように共通していたり相違したりしているのかな

どを明らかにしながら交流する機会を設定することが考えられる。そうすることが

自分の考えを広げたり深めたりすることにつながっていくと児童が実感できるよう

に指導することが大切である。 

・また、叙述を基に理由を明確にして，自分の考えをまとめる際，その叙述を見付けるためには，場面の展開

に沿って，登場人物の言動や心情の変化を捉えて読む必要がある。色や情景などの描写から受けるイメー

ジを交流することなどが考えられる。 

・さらに、物語全体を見通すことができるような学習シートを用いたり，感想を記入したカードやノートを活

用したりしながら，どの叙述に着目したのかを明確にすることができるように指導することが考えられる。 

・「平成25年度【小学校】授業アイディア例」P.13～P.14 

 「平成26年度【小学校】授業アイディア例」P.８ 

 などを参考に単元構成を図ることが重要である。 

【参照】「平成29年度全国学力・学習状況調査報告書」74～81ページ  

 

※「国語Ｂ」と児童質問紙から考えられること。 

 質問と肯定的な回答の割合 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 

６６ 
国語の授業で目的に応じて資料を読み、自分の

考えを話したり、書いたりしていますか 
57.7％ 59.5％ 64.1％ 65.9％ 66.8％ 

６７ 
国語の授業で意見などを発表するとき、うまく

伝わるように話の組み立てを工夫していますか 
54.3％ 56.2％ 58.5％ 60.2％ 61.3％ 

６８ 
国語の授業で自分の考えを書くとき、考えの理

由が分かるように気を付けて書いていますか 
67.8％ 70.2％ 71.9％ 72.5％ 72.9％ 

児童質問紙から、小学校国語の授業改善に対する指導者の意識は着実に高まっていると判断できるがそのスピ

ードが鈍化している。Ｂ問題の記述式の設問については、正答率が70％を超えていないことから、記述の中

に必要な情報が入っているのかなどを、的確に指導することが必要である。また、必要な情報は文章中のどこ

にあるのかを素早く見付ける力を付けることも必要であり、そのため、ある程度の字数のまとまった文章を、

目的をもって読ませる指導が必要と言える。そういった意味で広い意味での読書指導が重要であるが、質問紙

（72）「読書は好きですか」に肯定的な回答の児童が昨年よりも減少したことは、大きな課題と言える。 

 

 

 



３ 指導の改善のポイント（全体を通して） 

（１）これからの国語科の授業づくりの基本的な考え方 

 ①主体的・対話的で深い学びを促すために、以下の８点について留意し、単元構想と授業実践を行うこと  

が大切である。 

 

  ❶児童が興味をもつ教材・題材 

  ❷魅力的な課題の提示、児童生徒による課題の発見 

  ❸学習の見通し、本時の目標（めあて）の明示 

  ❹課題解決的な学習、既習事項を活用する学習 

  ❺自分の考えを発表・交流する機会 

  ❻「できた」「わかった」の実感 

  ❼「できたこと」「わかったこと」の振り返り 

  ❽日常生活、社会生活への広がり 

 

 ②国語科は、児童に付けたい力を付けるために、言語活動を単元全体で取り扱い、言語活動を通して指導

事項を指導する教科である。学習指導要領改訂後も、国語科の言語活動で育成した言語能力は、他教科の

基幹になることは言うまでもなく、今後とも更なる言語活動の充実を図り、不断の授業改善を推進してい

くという方針は不変である。 

  ※昨年度も記載したが、伝統的な言語文化や国語の特質に関する事項（漢字、語句、文法等）を学ばせ

る際、取り立て指導や帯単元を設定し指導することは有効な手段である。 

種別 番号 質問事項 Ｈ２８ Ｈ２９ 

学校質問紙 ６９ 調査対象学年の児童に対する国語の指導として、前年度ま

でに、漢字・語句など基礎的・基本的な事項を定着させる

授業を行いましたか 

97.5％ 98.4％ 

   であった。その取組を有効にするためには、①児童の学習課題の検証、②それを基にした指導のコン

テンツの選択、③指導事項の定着のための手段の構築とその継続が求められる。 

  ※基礎基本の積み上げだけでは活用する力は向上しないことは言うまでもない。 

 ③小学校国語科においては、以下のような問題点が一部実践において見られる。 

 （Ａ）主に言語活動に関すること 

  ⒜付けたい力を付けるのに適切な言語活動と言えないものがある。 

   ▼付けたい力と言語活動との領域のミスマッチが見られる単元 

   ▼主たる学習活動の設定時間数の不足した単元     

  ⒝教材の特性や活動の必然性を考慮しない言語活動がある。 

   ▼意図のない、場面ごとの詳細な読解の実施 

   ▼児童の関心・意欲を引き出す観点から本当にその活動が必要なのかの吟味が必要 

 （Ｂ）主に評価に関すること 

  ⒜付けたい力と言語活動との領域のミスマッチのため、評価規準が適正と言えない。 

  ⒝本時の評価規準が具体的でない。 

   ▼評価の場面は１時間で１、２箇所が妥当であるが、そうなっていない時間 

   ▼評価規準、評価の方法や場面が、具体的でない。 

   ▼単元の評価規準→指導過程（指導計画）の評価規準→本時の評価規準の不整合。 

  ⒞「Ｃ努力を要する状況」の児童生徒の見取りができにくい。 

   ▼見取りができにくいため、その子どもたちに対する指導・支援が未設定 



 ④それらの解決のための基礎作業として、教育課程編成時に、 

   ❶マトリクス型の年間指導計画を作成し教材と指導事項を確認すること 

   ❷学習指導要領の言語活動例を確認すること 

  の２点は、必ず行うべきものである（❶は年度内に随時見直しを行うことも重要）。 

 ⑤具体的な言語活動や付けたい力をイメージするために、国立教育政策研究所が作成した 

  ・「全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」 

    http://www.nier.go.jp/jugyourei/ 

  ・「小学校国語科映像指導資料～言語活動の充実を図った『読むこと』の授業づくり～」 

    http://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou.html 

  ・「平成２８年度『小学校学力向上対策支援事業』 個に応じた指導の手引き 小学校 国語科・算数

科編」 

   等をヒントにすることも必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）国語科授業改善の方向性 

  新しい学習指導要領を鑑み、これまでの国語科の授業を振り返ったうえで、国語科の授業改善の方向性

を以下に示す。 

 ①適切な言語活動の設定とその充実 

  具体的には、以下の点に留意し、実践することが求められる。 

  ❶付けたい力を付けるにふさわしい言語活動であるか 

  ❷多様な図書資料等が有効に活用されているか 

   ・目的に応じた言語の能力を身に付けさせるために、国語科の教科書だけでなく、多様な図書資料等   

（書籍、新聞、その他のメディアからの情報）を用いることが必要である。 

種別 番号 質問事項 Ｈ２８ Ｈ２９ 

学校質問紙 ２２ 前年度に，図書館資料を活用した授業を計画的に行いまし

たか 

50.4％ 48.1％ 

６８ 国語の指導として，前年度までに，様々な文章を読む習慣

を付ける授業を行いましたか 

92.7％ 92.6％ 

児童質問紙 １９ 昼休みや放課後，学校が休みの日に，学校図書館・学校図

書室や地域の図書館にどれくらい行きますか（週１以上） 

24.8％ 22.2％ 

４５ 新聞を読んでいますか（週１以上） 19.7％ 17.7％ 

   ・多様な図書資料等を活用する中で、例えば必要な情報を素早く見付ける読みや、必要な部分を詳細

に分析する読みの指導が可能となる。 

   ・また、自分の考えを深めたり広げたりするためにも学校図書館等を利活用し、多様な情報を関連づ



けて読むことに指導に当たることが必要である。 

   ・学習指導要領の言語活動例を参考にし、情報を活用して、条件に応じて自分の意見や考えを表現す

る活動の充実を図るとともに、考えを深めたり広げたりする「交流」の場面を単元の中に効果的に位

置付ける指導が求められる。 

   ・以上のことを鑑み、児童自ら多様な図書資料を手に取るようにするため、新聞の購読や学校図書館

の整備等、学習環境の充実を図るとともに、不読者をゼロに近づける取り組みが必要である。 

 

 県学力定着状況調査質問紙 「あなたはこの１か月の間に本を何冊くらい読みましたか。」（単位は%） 

 ０冊 １～２ ３～４ ５～６ ７～８ ９～10 11～20 21～30 31 以上 その他 

県（29 年度） 6.5 15.1 15.7 13.9 9.8 12.1 11.9 5.7 8.8 0.5 

県（28 年度） ９.7 16.3 15.4 13.1 8.2 11.6 10.3 5.7 9.4 0.5 

県（27 年度） 9.1 16.4 15.5 12.2 8.3 11.5 10.3 5.7 10.6 0.3 

県（26 年度） 9.9 15.7 15.5 13.2 7.8 11.2 10.1 5.7 10.4 0.5 

  この数年横ばいであった不読者層が、今年度大幅に減少している。まとまった量の文章を素早く読むこ  

とが苦手な児童の学力を育成する基盤として、本に慣れ親しませることが求められる。また、豊かな思

考には豊かな語彙形成が不可欠であり、それを促すという視点で読書指導を見直すことも必要である。 

 

   ・また、言語活動を取り組むために必要な事典や辞書が児童生徒の手に取りやすい場所に設置するこ  

とも必要である。 

  ❸既習事項（または知識・技能）を活用する言語活動であるか 

  ❹❸のために知識・技能の確実な定着を図っているか 

  ❺児童の興味関心を喚起する言語活動であるか  

   ・興味関心を喚起する言語活動を行えば、学びに向かう力につながるその教科の学習が「好き」とい   

う気持ちが強くなってくる。 

   ・以下の児童質問紙の結果から、小学校での指導が子どもたちの興味関心を喚起するものになってい 

ると言える。 

種別 番号 質問事項 Ｈ２８ Ｈ２９ 

児童質問紙 ６９ 国語の勉強は好きですか 56.7％ 60.8％ 

  ❻発表や交流活動を設定した言語活動であるか             

種別 番号 質問事項 Ｈ２８ Ｈ２９ 

児童質問紙 ６８ 学級の友達との間で話し合う活動を通じて，自分の考えを

深めたり，広げたりすることができていると思いますか 

66.5％ 65.7％ 

７４ 国語の授業で目的に応じて資料を読み，自分の考えを話し

たり，書いたりしていますか 

65.9％ 66.8％ 

   ・交流に際し、話し合う活動は、現在大分県の教室でよく行われている。しかし、本当に話し合いが  

必要であるのか、必要であるならば、どのような形式の話し合いが必要であるのか、ということを吟

味した上で行うべきである。 

   ・話し合う手段をとる際に、何の力を高めるために行うのかということを、児童自身にも自覚させる



ように心がけたい。 

   ・また、発表の際、ただ原稿を読み上げるようなものになっていないか、ということも重要な指導の

ポイントである。発表の原稿作りをすることも非常に有効な手段であるが、例えば、メモをもとに発

表する、ということも活用する力を高める上で非常に重要である。 

 

 ②児童生徒の主体的な学びを促す「めあて」等の設定、指導に生かすことができる「より具体的な評価規

準」の設定 

  具体的には、以下の点に留意し、実践することが求められる。 

  ❶適切な「めあて」「課題」「まとめ」「振り返り」の設定があるか  

   ・以下の資料を参考にして、設定をすること。 

    「児童生徒の主体的な学びを促す『めあて』『課題』『まとめ』『振り返り』の設定例」 

    「主体的・対話的で深い学びを実現するための単元（題材、主題）計画 例」 

     http://kyouiku.oita-ed.jp/gimu/2017/05/291.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  ❷指導事項・指導領域・評価の焦点化が見られるか 

  ❸単元・指導過程・本時の評価規準に整合性があるか 

   ・単元の評価規準→指導過程の評価規準→本時の評価規準という道筋で、より具体的な評価規準（概

ね満足できる状況）を設定することが求められる。 

  ❹「おおむね満足できる」状況が具体的に想定され、

それを判断する場面や方法は適切であるか 

  ❺「Ｃ 努力を要する状況」の児童生徒への指導や支

援は行われているか、またその方法（手段）は、有

効であるか 

   ・具体的な評価規準から本時のめあてを設定するこ

と、また、評価規準に基づき、「Ｃ 努力を要す

る状況」の児童を見極め、「Ｂ 概ね満足できる

状況」になるよう効果的な支援を行うことが必要

である。 

 

（３）その他、国語科授業で取り組むべきこと 

 ①必要な言葉を使用し、言葉で思考を深めることが必要である。ま

た、どのように思考するのかをきちんと理解させるためにも、例

えば「修飾する」「引用」「要約」「要点」とはどのようなこと

であるのかを理解させておく必要がある。 

 ②少なくとも、教科書の巻頭・巻末等にまとめられている学習用語



は、その学年で確実に理解させることが大切で、既習の用語は授業で使い、指導者があいまいな言葉を使

わないようにしなければならない。 

 ③学習用語を常に見えるところに掲示し、理解を促す取り組みなども大切である。 

 ④言語活動の成果物を掲示や展示することも効果がある。作成したものを互いに見ることで、励みになる

とともに、ものの見方や考え方が広がる契機もなる。 

 

（４）学校全体で取り組むべきこと 

①漢字や語句、文法、表現技法等の習得 

・漢字や語句、文法等の確実な習得には、繰り返し練習が不可欠である。特に漢字は、一度覚えても使わ

なければ忘れてしまう。繰り返し学習できる環境を学校全体で整えることが大切である。家庭学習の課題

として、子どもたちに定着のための学習をさせるということも重要であるが、それだけでなく、国語科以

外の教科の時間に、既習の漢字を必ず使用するように指導するというような機を捉えた指導をするように

されたい。 

※学校質問紙と児童質問紙との比較を行い、家庭学習が定着しているか、取組の検証を行うこと。 

 学校質問紙 90～98 

 児童質問紙 15・16・29～32 

②全校一斉読書や各教科における学校図書館の活用 

・様々な力を下支えするものとして、活字に親しむことが必要である。その際、文学的文章だけでなく科学

的な読み物等にも手を伸ばすように指導する必要がある。司書教諭や学校司書と協力し、バランスのよい

読書指導をすることが重要である。 

・また、学年が上がるに従って、書籍だけでなく、新聞、インターネット、テレビ、ラジオ等の様々な情報

を利活用することも求められる。そのために、国語科だけでなく、各教科や領域において、図書館の利活

用の推進をしなければならない。例えば、毎日その日の新聞を子どもたちの見えるところに掲示し、自然

と情報が目に入ってくる環境を作ることが、その第一歩になる。 

 

（５）地域や学校で取り組むべきこと 

 ①全国学力・学習状況調査についての研修会 

 ・学級担任等が、全国調査の結果分析を行うことはもちろんであるが、これを今

後の指導の充実に資するものにするために、学校や地域全体で、情報を共有

し、指導改善のベクトルを揃えることが重要である。そこで以下のような研修

会を、学校や地域で開くことが必要になってくる。 

  （研修の例） 

   ❶調査結果を受け、学校や地域において、正答率が低い問題や無解答率が高い問題を参加者全員で解く。 

   ❷「解説資料」「調査結果資料」中にある問題についての解説や解答類型等を読む。 

   ❸上記❶❷から、何が指導の重点になるのかを協議する。 

   

 ②自校採点や各地域での採点 

 ・上記①の研修をより効果的なものにするために、正式な結果を待つのではなく自校や各地域で採点を行うこ

とも一考すべきである。採点することで、一人一人の定着状況を把握・分析し、個に応じた指導に生かす

ことができ、授業改善 が促進されるという利点がある。 

 ・また、採点を通して、学習指導要領を踏まえた学習内容や、国がどのような学力を求めているのかを改めて

知ることができる。 

・自校や地域で採点をするとき、特に留意すべきなのが、一部の人間のみで行わないということである。自 

 校や地域の課題を知るには、対象学年の担任や教科担任だけでなく、基本的に全員で行うことが不可欠であ 

 る。 


